








 

研究目的 

昨年度は胎盤および胎児をhypoxicまたはanoxic状態に誘導する血中メトヘモ

グロビンが流産ならびに子宮内胎児死亡例では著明に増量してくること,この

メトヘモグロビン濃度の増加が流死産の原因ないし誘因となりうる可能性を臨

床的にまた実験的に立証した。 


